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卒
業
生
か
ら
後
輩

へ
、
８
ペ
ー
ジ
の
バ
ト

ン
―
―
。
新
聞
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
を
学
び
、
３

月
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
巣

立
っ
た
文
学
部
・
藤
森

研
ゼ
ミ
生
１３
人
が
、
ゼ

ミ
新
聞
（
タ
ブ
ロ
イ
ド

判
・
８
ペ
ー
ジ
）
を
製

作
し
、
こ
の
ほ
ど
完
成

・
発
行
し
た
。

新
聞
の
名
は
初
夏
の
若
葉

あ
お

か
え
で

を
象
徴
す
る
「
青
楓
」
。
新

聞
作
り
に
当
た
り
、
「
新
入

生
や
在
校
生
の
大
学
生
活
が

よ
り
豊
か
に
な
る
よ
う
に
」

と
い
う
思
い
を
全
ペ
ー
ジ
に

込
め
て
い
る
。

８
ペ
ー
ジ
の
紙
面
の
圧
巻

は
、
各
界
で
活
躍
す
る
人
に

対
す
る
ロ
ン
グ
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
。
さ
ら
に
、
就
労
体
験
記

「
ア
ル
バ
イ
ト
を
選
ぶ
な

ら
」
。
ま
た
、
ゼ
ミ
生
の
バ

ッ
グ
の
中
身
や
、
お
気
に
入

り
ス
ポ
ッ
ト
、
気
に
な
る
カ

ル
チ
ャ
ー
な
ど
を
紹
介
す
る

「
『
わ
た
し
』
っ
て
何
だ
？

身
の
回
り
か
ら
考
え
る
」

特
集
ペ
ー
ジ
。
一
人
暮
ら
し

の
生
活
の
知
恵
を
載
せ
た

「
節
約
の
知
恵
あ
れ
こ
れ
」

な
ど
役
立
つ
情
報
も
あ
る
。

ロ
ン
グ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

相
手
は
、
専
大
の
先
輩
で
あ

る
人
気
作
家
・
雫
井
脩
介
さ

ん
（
平
３
文
）
、
社
民
党
党

首
の
福
島
瑞
穂
さ
ん
、
国
立

極
地
研
教
授
の
本
吉
洋
一
さ

ん
、
読
売
新
聞
１
面
下
コ
ラ

ム
「
編
集
手
帳
」
を
執
筆
す

る
竹
内
政
明
さ
ん
、
元
プ
ロ

ボ
ク
サ
ー
の
曽
根
和
浩
さ
ん

の
５
人
。
そ
れ
ぞ
れ
の
青
春

時
代
の
思
い
出
、
体
験
か

ら
、
人
生
の
出
発
点
に
あ
た

る
学
生
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
ま
で
引
き
出
し
て
い
る
。

「
人
の
痛
み
が
分
か
る
思
い

や
り
の
あ
る
若
者
を
育
て
た

い
」
と
語
る
曽
根
さ
ん
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
熱
い
。

ゼ
ミ
指
導
の
藤
森
教
授
は

１
面
の
コ
ラ
ム
で
、
自
身
の

学
生
時
代
を
振
り
返
り
、「
青

っ
ぽ
く
と
も
こ
う
だ
と
考
え

た
こ
と
や
疑
問
に
思
っ
た
こ

と
は
自
分
で
行
動
し
、
頭
を

ぶ
つ
け
て
、
初
め
て
少
し
わ

か
っ
て
く
る
…
…
」
と
記
し

て
い
る
。

ゼ
ミ
生
た
ち
は
、
記
事
の

企
画
、
取
材
か
ら
編
集
ま
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。
同
紙
発

案
者
の
一
人
で
副
編
集
長
の

石
神
美
里
さ
ん
は
「
在
学
中

の
思
い
出
に
、
形
あ
る
も
の

を
残
し
た
い
と
思
い
、
新
聞

作
り
を
提
案
し
た
。
新
入
生

に
は
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ

た
ら
す
ぐ
行
動
す
る
た
め
の

ヒ
ン
ト
を
、
在
校
生
に
は
就

職
活
動
の
心
構
え
を
盛
り
込

み
た
か
っ
た
」
と
話
す
。

編
集
長
の
伊
原
豪
志
さ
ん

は
「
活
躍
す
る
皆
さ
ん
か
ら

話
を
聞
い
て
、
ま
だ
ま
だ
自

分
の
世
界
は
狭
い
な
と
感
じ

た
。
取
材
だ
け
で
な
く
、
見

出
し
や
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え

た
、
初
め
て
の
新
聞
作
り
は

大
変
だ
っ
た
が
、
学
ぶ
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
楽
し
か

っ
た
。
組
み
上
が
っ
た
初
校

刷
り
を
手
に
し
た
と
き
は
感

激
し
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

「
青
楓
」
は
１
０
０
０
部

発
行
。
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス

会
場
に
配
置
し

た
り
、
新
入
生
に
配
っ
た
り

す
る
。

優
秀
卒
業
論
文
に
選
ば
れ
た
文
学
部
人
文
学
科
社
会
学

専
攻
４
年
次
生
３
人
が
発
表
す
る
代
表
論
文
報
告
会
が
１

月
３０
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

優
秀
卒
業
論
文
は
、
同
学
科
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
指
導
教
員

が
選
ん
だ
代
表
論
文
の
中
か
ら
大
学
院
生
の
審
査
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
る
。
小
森
田
龍
生
さ
ん
（
博
士
後
期
）
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
代
表
に
選
ば
れ
た
３
人
が
論

文
の
要
旨
を
発
表
。
院
生
の
小
沢
明
彦
さ
ん
（
修
士
）
、

李
珠
華
さ
ん
（
同
）
、
加
嶋
結
喜
さ
ん
（
同
）
が
そ
れ
ぞ

れ
の
論
文
を
講
評
し
た
。
発
表
後
、
会
場
を
埋
め
た
約
２

０
０
人
の
後
輩
学
生
と
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

今
年
度
の
代
表
論
文
は
次

の
と
お
り
。

▽
鈴
木
敦
史
さ
ん
（
金
井
雅

之
ゼ
ミ
）
「
テ
キ
ス
ト
マ
イ

ニ
ン
グ
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分

析
―
売
り
手
の
販
売
戦
略
と

買
い
手
の
意
識
の
ず
れ
―
」

▽
小
嶋
美
緒
さ
ん
（
永
野
由

紀
子
ゼ
ミ
）
「
現
代
日
本
の

子
ど
も
を
め
ぐ
る
問
題
現
象

の
捉
え
方
―
母
性
愛
神
話
の

批
判
―
」

▽
林
朋
実
さ
ん
（
嶋
根
克
己

ゼ
ミ
）「
戦
略
的
行
為
と
し
て

の
『
粧
い
』
の
有
用
性
～
い

つ
か
男
も〈
女
〉に
な
る
～
」

新岡ほのみさん（文４）＝写真右＝が「準ミス

ねぶた」に選ばれた。インタビューは７面。

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

（
文
章
デ
ー
タ
を
さ
ま
ざ
ま

な
観
点
か
ら

分
析
し
、
役

に
立
つ
知
識

・
情
報
を
取

り

出

す

技

術
）
の
手
法

を
論
文
に
取

り
入
れ
た
鈴

木
敦
史
さ
ん

は
、「
テ
ー
マ

を
選
ん
だ
理

由
は
未
知
な

る
も
の
へ
の

関
心
。
統
計

や
分
析
を
多
用
し
、
細
か
い

デ
ー
タ
を
扱
う
大
変
な
作
業

だ
っ
た
が
、

失
敗
を
恐
れ

ず
興
味
を
持

っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
で

き
た
」。

小
嶋
さ
ん

は
子
ど
も
を
め
ぐ
る
問
題
と

し
て
非
行
、
い
じ
め
、
不
登

校
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
の

現
象
の
と
ら
え
方
に
着
目

し
、
家
庭
や
母
親
に
問
題
の

要
因
が
あ
る
と
す
る
世
間
の

風
潮
を
批
判
し
た
。
「
大
学

生
へ
の
意
識
調
査
に
臨
み
、

文
献
を
読
み
込
ん
で
自
ら
の

主
張
を
明
確
に
し
た
。
代
表

論
文
に
選
ば
れ
た
こ
と
で
あ

ら
た
め
て
論
文
を
読
み
返

し
、
新
た
な
問
題
点
を
発
見

す
る
き
っ
か
け
を
得
た
」
と

話
す
。

林
さ
ん
は
、
近
年
若
い
男

性
の
間
で
増
加
す
る
化
粧
行

為
を
「
男
女
の
境
界
の
崩

壊
」
と
指
摘
。
男
性
が
「
粧

う
」
こ
と
の
意
味
を
探
り
、

男
女
の
社
会
的
地
位
や
性
差

に
対
す
る
独
自
の
主
張
を
展

開
し
た
。

「
以
前
か

ら
ず
っ
と
書

き
た
か
っ
た

テ
ー
マ
で
あ

り
、
最
初
に

決
め
て
い
た

結
論
に
導
く
た
め
に
２
年
か

け
て
自
分
と
向
き
合
っ
て
き

た
。
そ
の
積
み
重
ね
が
評
価

さ
れ
た
こ
と
は
素
直
に
う
れ

し
い
。
学
生
お
う
ち
に
日
ご

ろ
か
ら
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て

自
分
の
興
味
の
範
囲
を
広
げ

て
ほ
し
い
」
と
後
輩
を
励
ま

し
た
。

中学校に入学した孫に電子辞書を

買ってやるのが良いかどうか？ と

いう議論が、新聞などでも報道され

たのは十数年前だろうか？ という

ことは、現在大学に来ているみなさ

んは、電子辞書が当たり前だと思っ

ているのかもしれない。「ゆとり教

育」のせいか、中学校レベルのＡ語

教育でもＢ語教育でも、辞書を使わ

せないという傾向もあったようで、

大学に来て辞書の「初めてのお使

い」という学習者もいたりする。

初級、あるいは入門から学習する

言語の教員は、例外なしに学習用に

作られた「紙の」辞書を薦める。「な

んで？ 電子辞書、入学祝いにもら

ったのに」という声も聞こえるが、で

も、断固として紙の辞書でなければ

ならない。なぜ？ よく言われるの

は一覧性の問題である。電子辞書は、

表示スペースが小さく、紙に印刷さ

れた文字より、解像度が低いため、

一画面で認識できる情報量が少な

い。スクロールしないと、すべての

情報を見ることはできない。それに

比べると、紙の辞書では、少なくと

も学習用の辞書なら、一つの項目が

見開き２ページ以上にわたることは

ないので、一瞥すれば、何がどこに書

かれているかわかるということだ。

「えっ、そんなの意味ないじゃん！

最初に書いてある意味（日本語）だ

け見れば済むのに」「むむむ、あのね

ぇ、使い方や文脈が違うと、全く意

味が異なる言葉もあることを知らな

いの？」と言っても、あらゆる間投

詞を「やばい」とそのヴァリエーシ

ョンで済ませている方たちには「馬

耳東風」「馬の耳に念仏」かな。

＊全文はＬＬ研究室ホームページで。

文
・
藤
森
ゼ
ミ「
青
楓
」

文
・
人
文
学
科

社
会
学
優
秀
卒
業
論
文
報
告
会

▲ 校正作業を行う藤森教授と伊原さん、小田中悠紀さん、

前頭美樹さん、石神さん、横山みなみさん（左から）

小嶋さん

鈴
木
さ
ん

失
敗
恐
れ
ず
興
味
を
持
っ
て

小
嶋
さ
ん

新
た
な
問
題
点
発
見
の
契
機

林

さ
ん

自
分
と
向
き
合
っ
た
２
年
間

４年次生が新聞発行

でででままま

林さん

鈴木さん

後
輩
へ
思
い
込
め
た
８
ペ
ー
ジ

集集集編編編ららら

▲ 〝紙の辞書〟を活用しよう

かかか材材材取取取

辞
書
の
話
を
し
よ
う
。

柴田 隆 法学部准教授
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